
大豆油インキを
使用しています

再生紙を使用しています

今年は私たちの年！

広報つるがを今年モウ

よろしく
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年頭のあいさつ
市民活動支援室だより
敦賀港フォトコンテスト入賞作品
税の申告  正しくお早めに
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団体紹介

つるがおへその会 福井県里親会

問合せ　市民活動支援室　☎２３－５４９０

● 活動内容
・親子クッキング、クリスマス会
・お産・子育てについて考えるイベント
・月１回の例会
  （育児についての情報交換等）

● 活動場所
  瀧澤助産院、公民館 など

● 連絡先　
  ☎ 22 － 0928
　　（瀧澤助産院）

～ メンバーの方にお話を伺いました ～
～ メンバーの方にお話を伺いました ～

● 活動内容
・里親として子どもを自宅で養育　（季節里親・一日里親もある）

・里親サロン（里親が集まり自由に話し合う場）

・星の子の集い（県内の里親と子ども達が集まり交流）

● 活動場所
　 福井県総合福祉
　 相談所    など

● 連絡先　
　☎ 23 － 5490
　 （市民活動支援室）

親子クッキングの様子

子どもたちと遊ぶメンバー

10

市民活動 意見交歓会
初開催！

　出産を控えたお母さんは、これから始まる子育てに
「何が分からないのかさえ分からない」ほど不安になる
方が多いと思います。おへその会は、そんな子育ての
苦しい胸の内を話せる場であり、助産師さんと一緒に
自分らしい子育てを考える場でもあります。みんなで
話していると、分かり合えること、教えてもらうこと
がたくさんあり、自分の子育てを再確認することがで
きます。
　私たち自身がお産、そしてこの会を通じて発見できた
ことを、子育てに悩んだり、お産にコンプレックスを抱
えているお母さん達に、もっと伝えていきたいですね。

　昨年11月29日に市民活動意見交歓会を開催しました。初めての企画でしたが、
11 団体が参加し、それぞれの団体が日ごろの活動内容や活動を始めたきっかけ、
悩みなどを話しました。その中で、これからも継続してこの会を開催して欲しい
という話や日ごろなかなか活動をＰＲする場が無いという話が出ました。
　支援室では、皆さんの要望にお応えして、今後も開催を考えています。団体に
入っていなくても参加できますので、興味のある方はぜひご参加ください。

　私たちは、自分の家庭を子どもに提供して自立
を支援しています。子どもたちは、愚痴を言って
きたり、反抗してきたりするときもありますが、
それが彼らの本音だと思うし、溜まっているもの
を今吐き出しているのだろうなと思い、うれしく
感じます。
　さまざまな事情で親元で暮らせない子どもには、
感情を受け止めてあげる相手が必要です。私たち
はこれからも、たくさんの子の気持ちを受け止め、
愛情を注いでいきたいです。

活動の魅力・目標は？
活動の魅力・目標は？

新春のごあいさつ

 

敦
賀
市
長
　

　
　  

河
瀬
一
治

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
輝
か
し
い
新
春
を
、
健
や
か
に
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
本
年
は
、
敦
賀
港
が
開
港
百
十
周
年

を
迎
え
ま
す
。
現
在
、
敦
賀
港
に
お
き

ま
し
て
は
、
多
目
的
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル

が
一
部
供
用
を
開
始
し
た
ほ
か
、
地
元

企
業
の
利
用
拡
大
に
よ
り
取
扱
い
貨
物

量
が
増
加
し
、
ま
た
、
金
ヶ
崎
緑
地
内

の
「
人
道
の
港 

敦
賀
ム
ゼ
ウ
ム
」
が

早
く
も
入
館
者
一
万
人
を
突
破
す
る
な

ど
、
世
界
と
ふ
れ
あ
う
国
際
港
・
敦
賀

に
向
け
、
着
実
に
前
進
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
新
規
航
路
開
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、

積
極
的
に
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
を
展
開
し

て
お
り
、
極
東
ロ
シ
ア
や
中
国
東
北
部

と
敦
賀
港
を
結
ぶ
日
本
海
横
断
航
路
開

設
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
開
港
百
十
周
年
の
節
目
に

あ
た
る
本
年
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
具
体
的
な
成
果
を
出
せ
る

よ
う
、
敦
賀
港
の
発
展
に
全
力
を
傾
注

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
方
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
開
発
拠

点
化
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

二
十
一
年
度
推
進
方
針
と
し
て
、
平
成

二
十
三
年
度
を
目
標
に
広
域
連
携
大
学

拠
点
の
敦
賀
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
を
推
進

す
る
こ
と
と
な
っ
た
ほ
か
、
高
度
な
原

子
力
研
修
施
設
を
本
市
に
整
備
す
る
こ

と
、
ま
た
新
た
に
市
内
に
プ
ラ
ン
ト
運

用
技
術
の
研
究
開
発
拠
点
を
形
成
す
る

こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
施
策
が
目
に
見
え
る
形
で
具
体

的
に
提
示
さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
関

係
機
関
等
へ
強
く
要
請
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
北
陸
新
幹
線
は
、
高
速
交
通

体
系
の
柱
と
し
て
、
地
域
経
済
と
地
方

の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で

あ
り
、
昨
年
末
に
は
、
敦
賀
駅
部
の
整

備
が
盛
り
込
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
今
後
と
も
敦
賀
ま
で
の
早
期
開
通

に
向
け
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
本
年
四
月
に
は
、
近
年
求

め
ら
れ
て
い
る
「
食
の
安
全
・
安
心
」

に
応
え
、
水
産
物
の
安
定
供
給
や
、
作

業
の
効
率
化
を
図
る
た
め
の
水
産
卸
売

市
場
と
、
そ
の
向
い
側
に
建
設
さ
れ
る

水
産
物
直
売
所
の
開
設
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
消
費
拡
大
と
よ
り
多
く
の
観
光

客
の
誘
致
を
図
れ
る
も
の
と
期
待
を
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　　
世
界
的
金
融
危
機
に
よ
る
景
気
の
悪

化
、
食
の
安
全
問
題
な
ど
暗
い
話
題
が

多
い
昨
今
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
市
に

お
き
ま
し
て
は
、
明
る
い
話
題
で
光
り

輝
く
一
年
と
な
る
よ
う
、
私
自
身
精
進

を
重
ね
、
全
力
で
市
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
本
年
が
皆
さ
ん
に
と
り
ま
し
て
素
晴

ら
し
い
一
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
に
当
た
っ

て
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

今回は、意見交歓会の参加団体の中から、２つの団体を紹介します！

団体紹介



【講評】子どもたちが興じる決定的な瞬間を撮った。場面構成とともに「動き」のある
　　　  良い出来ばえ。写真としても上手くまとまっており、奥行きが感じられる。

【講評】たくさんの釣り人が並ぶ後ろにある大きなフェリー。その対比とギャップが
　　　   面白く、港のイメージを十分感じさせるとともに、見る人もひきつけられる。

原
は ら だ

田  壽
ひさし

（敦賀市）

柄
からしま

島  昌
ま さ こ

子（敦賀市）

　「敦賀港フォトコンテスト 2008」（敦賀市・敦賀観光協会主催）の入賞作品
が決定しました。これは、敦賀港を見つめなおすことで港の魅力を再発見し、
港に対する関心と理解を高めてもらうことを目的に開催したもので、昨年 5 月
から 10 月にかけて撮影した作品を市内外から募集しました。ここでは、見事
入賞した 9 作品を紹介します。

市長賞

TSURUGA
PORT

PHOTO
CONTEST

入選 ３点佳作 ４点

観光協会長賞

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

「 飛べ！僕のロケット 」

上
こ ろ

良  和
かずあき

昭（越前市）「 斜光 」

中
なかむら

村  陽
よういち

一  （敦賀市）

「 月夜のターミナル 」

反
た ん ぼ

保  務
つとむ

（岐阜県）「 家族と一緒 」丹
に わ

羽  祥
よしまさ

方（愛知県）「 波止場模様 」

柚
ゆ は ら

原  茂
し げ き

樹（敦賀市）「 ビーナス来港 」

牧
ま き の

野  良
りょうじ

二（滋賀県）

「 帰路（かえりみち）－ 敦賀港暮れる 」

「 就航 」

【  講評：審査委員長   八
や ぎ

木  隆
たかし

　（福井県写真家協会名誉会長） 】

問合せ  国際交流貿易課  ☎２２－８１２９

2008

敦
賀
港

入
賞
作
品 

決
定
！

飯
い い だ

田  浩
ひろゆき

教（大阪府）

「みなと・花火・ひとびと」
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平
成
21
年
１
月
１
日
現
在
、
敦
賀
市
に

住
所
が
あ
る
方
で
、
昨
年
１
年
間
に
何
ら

か
の
収
入
が
あ
っ
た
方

※
収
入
が
全
く
な
い
方
で
も
、
国
民
健
康

保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
、
介
護

保
険
（
第
１
号
被
保
険
者
）
に
加
入
し

て
い
る
方
、
国
民
年
金
保
険
料
の
免

除
・
児
童
手
当
等
の
支
給
を
受
け
ら
れ

る
方
は
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

《
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い
方
》

●
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る

方
（
確
定
申
告
は
市
・
県
民
税
の
申
告

を
兼
ね
て
い
ま
す
）

●
一
カ
所
か
ら
の
給
与
収
入
の
み
で
、
勤

務
先
か
ら
市
役
所
に
「
給
与
支
払
報
告

書
」
が
提
出
さ
れ
て
い
る
方

●
公
的
年
金
収
入
の
み
で
、
各
種
控
除
を

受
け
な
く
て
も
税
金
の
か
か
ら
な
い
方

●
印
鑑

●
平
成
20
年
分
源
泉
徴
収
票
（
給
与
、
年

金
収
入
が
あ
る
方
）

●
収
支
内
訳
書
、
帳
簿
、
必
要
経
費
の
領

収
書
（
営
業
、
農
業
、
不
動
産
収
入
の

あ
る
方
）

●
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
・
介
護
保
険
料
・
国
民
年
金
保

険
料
・
小
規
模
企
業
共
済
・
生
命
保
険

料
・
地
震
保
険
料（
ま
た
は
旧
損
害
保
険

料
）
等
の
領
収
書
ま
た
は
支
払
証
明
書

●
医
療
費
の
領
収
書
や
レ
シ
ー
ト
、
保
険

等
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
の
分
か
る
も

の
（
医
療
費
控
除
の
申
告
を
す
る
方
）

●
寄
附
金
受
領
証
明
書
（
寄
附
金
税
額
控

除
の
申
告
を
す
る
方
）

●
障
害
者
手
帳
（
市
町
村
長
等
の
認
定
を

受
け
て
い
る
方
を
含
む
）
、
療
育
手
帳

等
（
お
持
ち
の
方
）　

な
ど

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
存
じ
で

す
か
？

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
画
面
の
案
内
に

従
っ
て
金
額
な
ど
を
入
力
す
れ
ば
、
税
額

な
ど
が
自
動
計
算
さ
れ
、
所
得
税
、
消
費

税
の
確
定
申
告
や
青
色
決
算
書
、
収
支
内

訳
書
な
ど
が
作
成
で
き
ま
す
。

　

申
告
書
な
ど
を
作
成
し
た
後
は
、
同

コ
ー
ナ
ー
の
画
面
上
か
ら
そ
の
ま
ま
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
税
務
署
に
送
信
で
き

る
ほ
か
、
自
宅
の
プ
リ
ン
タ
で
印
刷
し
て

送
付
等
に
よ
り
税
務
署
へ
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

《
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
利
用
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
》

①
最
高
５
，０
０
０
円
の
税
額
控
除
（
平

成
19
年
分
の
確
定
申
告
で
こ
の
控
除
を

受
け
て
い
な
い
方
の
み
）

②
添
付
書
類
を
提
出
省
略
（
確
定
申
告
期

限
か
ら
３
年
間
は
、
添
付
書
類
の
提
出

ま
た
は
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
）

③
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
（
３
週
間
程

度
に
短
縮
）

《
必
要
な
も
の
》

●
電
子
証
明
書
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

（
市
役
所
市
民
課
で
30
分
程
度
で
取
得
で

き
ま
す
。
窓
口
が
混
み
合
っ
て
い
る
場

合
は
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
早
め
の
取
得
を
お
願
い
し
ま
す
）

※
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
は
発
行
日
か

ら
３
年
間
で
す
。
既
に
取
得
さ
れ
て
い

る
方
で
有
効
期
限
が
切
れ
る
方
は
、
市

民
課
で
更
新
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。（
電
子
証
明
書
等
の
取
得
に
関
す
る

問
合
せ  

市
民
課 

☎
22
・
８
１
１
６
）

●
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
（
家
電
量

販
店
な
ど
で
購
入
で
き
ま
す
）

税
の
申
告
正
し
く

   

お
早
め
に
今
年
も
税
の
申
告
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
申
告
し
な

か
っ
た
た
め
に
、
所
得
控
除
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ

た
り
、
各
種
手
当
な
ど
の
受
給
手
続
き
が
遅
れ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
証
明
が
出
せ
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
必
ず
期
限
内
に
申
告
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
！

申告受付日程
◎該当地区の期日に申告できない方は、

都合のよい日に最寄の会場へお越しく
ださい。

◎２月中は出張申告を行っていますので、
市役所での申告はできるだけ３月２日
以降にお願いします。

2月 と　き ところ

16日㈪ 9:00～16:00
旧葉原小学校
農協東部支店

17日㈫

9:00～11:30 横 浜 公 会 堂

13:30～16:00
東 浦 公 民 館
赤 崎 小 学 校

9:00～16:00 農協東部支店

18日㈬ 9:00～16:00
中 郷 公 民 館
農協東部支店
農協敦賀支店

19日㈭ 9:00～16:00
愛 発 公 民 館
農協東部支店

20日㈮ 9:00～16:00 農協粟野支店

24日㈫ 9:00～16:00
粟 野 公 民 館
農協粟野支店

25日㈬ 9:00～16:00 粟 野 公 民 館

26日㈭ 9:00～11:30 常 宮 小 学 校

27日㈮ 9:00～11:30 沓 見 公 会 堂

3月 と　き ところ

2日㈪
3日㈫

9:00～
16:00

市役所（４階講堂）
農 協 敦 賀 支 店
農 協 粟 野 支 店

4日㈬ 9:00～
16:00

市役所（４階講堂）
農 協 敦 賀 支 店

5日㈭

9:00～
16:00

市役所
（４階講堂）

6日㈮ 農協本店

9日㈪ 農協本店

10日㈫

11日㈬

12日㈭ 農協本店

13日㈮ 農協本店

16日㈪

2月

3月

問
合
せ　

市
役
所 

税
務
課

☎
22
・
８
１
０
６

問
合
せ　

敦
賀
税
務
署

☎
22
・
１
０
１
０

市
・
県
民
税

国
民
健
康
保
険
税

の
申
告
の
受
付
を
行
い
ま
す

申
告
期
間

２
月
16
日
㈪
～
３
月
16
日
㈪

◎
期
間
中
は
確
定
申
告
の
受
付
も
行
い
ま
す

所
得
税
・
消
費
税

の
確
定
申
告

を
受
け
付
け
て
い
ま
す

申
告
・
納
税
期
限

▼
所
得
税  

３
月
16
日
㈪

▼
消
費
税  

３
月
31
日
㈫

で
は

で
は

市税
務
署

国税庁ホームページ
http://www.nta.go.jp/

　次の条件に該当する方は、市・県民税からも住宅ロー
ン控除ができます。
　この控除を受けるには申告が必要です。申告用紙は税
務課にあるほか、市のホームページからもダウンロード
できます。

●給与収入のみで所得税の確定申告を行わず、年末調整
だけを行う方は、市役所へ申告書を提出してください。

【提 出 先】市役所  税務課
【申告期限】3月16日㈪
【提出書類】平成21年度分 市県民税
　　　　　　住宅借入金等特別税額控除申告書

★「平成20年分 給与所得の源泉徴収票（原本）」を
添えて提出してください。

●所得税の確定申告を行う場合は、所得税の確定申告書
とともに税務署へ提出してください。

市・県民税からの
住宅ローン控除（住宅借入金等特別税額控除）
の申告受付が始まります

寄附金控除が見直されました

【対 象 者】
平成11年～平成18年末に住宅に入居された方で、
次の①または②に当てはまる方。
①税源移譲により所得税額が減少した結果、住宅

ローン控除限度額が所得税額より大きくなり、控
除しきれなくなった方

②住宅ローン控除限度額が所得税額より大きく、税
源移譲前でも控除しきれなかったが、税源移譲に
より控除しきれない額が大きくなった方

6

【変更内容】
▶市・県民税の控除対象
　Ⓐ市区町村や都道府県への寄附金
　Ⓑ住所地の共同募金または日本赤十字社支部への寄附金
　Ⓒ市、県が条例により指定した寄附金（新たに追加）
▶控除方法
　・所得控除方式から税額控除方式へ
　・寄附金控除の適用下限額が10万円から５千円に
　・寄附金の上限を総所得金額等の25％から30％に

【計算方法】
　①（寄附金－５千円）×10％（市民税６％・県民税４％）
　②（寄附金－５千円）－（90％－［０～40％：所得税の税率］）
　　※②は市・県民税所得割の1割が限度となります。

《Ⓐの場合》　
　　控除額＝①＋②
《Ⓑ、Ⓒの場合》
　　控除額＝①

問合せ　税務課　☎２２－８１０６

申
告
が
必
要
な
方

申
告
に
必
要
な
も
の

確
定
申
告
は
便
利
な

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）
で

ｅ-
Ｔ
ａ
ｘ
を

ご
利
用
い
た
だ
く
前
に

「確定申告書等
作成コーナー」へ！
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中郷体育館北隣の土地で進められていた「大町
田遺跡」の発掘調査が昨年 12 月に終了しま

した。この遺跡は、中郷公民館の新築移転に伴う試
掘調査で発見され、昨年 5 月から発掘調査が行われ
ました。調査では、竪穴住居など 8 棟の住居跡が見
つかった他、壷や甕などの土器約 100 個が出土し
ました。これらの遺構は、弥生時代後期から古墳時
代初めのものと判明し、この場所で 100 年近く集
落があったことを示す貴重な資料となりました。大
町田遺跡の付近には、これまで弥生時代中期の吉河
遺跡や、古墳時代前期の明神山古墳群が見つかって
いますが、その間の時代の遺跡は発見されておらず、
今回の発見は、空白の時代を埋める重要な発見とな
りました。なお、出土した遺物の一部は現地に建て
られる中郷公民館で展示する予定です。

国の文化審議会が 12 月 12 日に答申を出し、金ヶ崎の旧紐
ニューヨーク

育ス
タンダード石油会社倉庫（通称：赤レンガ倉庫）が登録有形文

化財（建造物）になることが発表されました。登録有形文化財とな
るのは、同倉庫の北棟・南棟・煉

れ ん が べ い

瓦塀の３件で、敦賀市内の建造物
としては初めての登録となります。同倉庫は、明治 38 年に建設さ
れた県内では最大規模の煉瓦造建築物であり、国際色豊かだった敦
賀港の面影がうかがえる数少ない産業遺産です。今回の答申を受け、
今後は官報告示を経て 3 月頃に正式登録となる見込みです。

地震や水害、雪害などの災害時に、被災した市内の施設
や道路などの機能存続や早期復旧を図ろうと、市は

12 月 22 日に、敦賀市土木協会など 4 団体と災害協定を結
びました。協定を結んだのは、土木協会のほかに、敦賀市
建築協会、福井県電業協会敦賀支部、北陸電気保安協会の
各団体。この日は、各団体の代表が市役所を訪れ、それぞ
れ河瀬市長と協定書を交わしました。河瀬市長は「協定に
よる連携を生かし、安心できるまちづくりに取り組みたい」
と期待を寄せました。

し尿の汲み取り料金など
の見直しを行っていた

敦賀市し尿処理手数料適正
委員会が、12 月 17 日に検
討結果を河瀬市長に答申し
ました。答申では、下水道
料金の値上げやし尿収集の
コスト増加などにより、業

者が汲み取り先から徴収する収集運搬手数料を 18ℓ
につき 18 円上乗せ、また業者が衛生処理場に支払う使
用料を 180ℓにつき 5 円上乗せすることを適当としま
した。市ではこの答申をもとに検討し、新料金体系の
条例案を３月議会の定例市議会に提出する予定です。

※ 登録文化財制度とは？
　厳しい規制の下に手厚い保護を図る指定文化財とは異なり、文化財をか
なり自由に活用しながら残そうというゆるやかな保護制度です。答申を受けた赤レンガ倉庫の煉瓦塀・北棟・南棟（左から）

協定書にサインをする河瀬市長と各団体の代表者

淺
あさぬま

沼美
よしただ

忠会長から答申書を
受け取る河瀬市長

敦賀で初めて 
弥生末期～古墳初期の集落跡を発見

Ｔopics

～ 大
お お ま ち だ

町田遺跡 発掘調査が終了 ～

 大町田遺跡平面図

今回の発掘調査で一番驚いたことは？

今後どのような研究をしていくのですか？

Q

Q
　これからが大変です。発掘物の形や文様を一つひとつ調べ、見
つかった場所や状態から、年代を特定していきます。年代が分か
ることで、大町田のムラに最初に住み始めた時期や一番大きくなっ
た時期など、その時代のムラの変遷が見えてきます。どんな人が
住んで、どんな生活をしていたのか、そして、どのような形でム
ラが終わったのか、大町田遺跡だけでなく敦賀の成長過程が分か
るやりがいのある研究が待っています。

　一番驚いたのは、一つの穴の中から、敦賀で作られた土器に混じっ
て、近江産（滋賀県産）の土器が一緒に見つかったことです。その
穴にはご飯を炊く道具である甕が５個、貯蔵用である壷が２個、同
時に埋めたように折り重なって見つかっており、その中の一つの甕
が近江産とはっきりわかる粘土で作られた、独特の形のものでした。
このことは、大町田遺跡という場所で全く同じ時期に、敦賀風と近
江風のご飯が作られていた、つまり滋賀県からこの土器と一緒に来
て、敦賀に住みついた人々がいた可能性があると思います。

発掘調査に携わった

専門家に聞く！

こちらも敦賀初
赤レンガ倉庫が登録文化財に

地震や水害、雪害などの自然災害に備え
４団体と災害協定を結ぶ

し尿処理手数料の適正化を目指し
検討委員会が市に答申

昨年はどんな１年？
敦賀市 10 大ニュースが決定

 大町田遺跡および周辺遺跡・古墳の位置と年代

中
な か の

野 拓
た く ろ う

郎 学芸員 壷
つぼ

甕
かめ

出土した土器の一部

甕型土器（左）と
　壷型土器（右）

① 敦賀市防災センター完成
⑦

国の名勝「柴田氏庭園」が敦賀
市に寄附、西福寺建造物が国の
重要文化財に指定② 国道８号敦賀バイパスが

全線開通

③ 北陸新幹線「敦賀駅部の
整備」が盛り込まれる

⑧

濱野陸矢君（中央小）が全国小
学生陸上競技交流大会（５年男
子 100 ｍ）で優勝、河下琢磨君

（敦賀工業高校）がアジアジュニ
アボート選手権大会出場

④
「サンピア敦賀」が新た
な運営会社に引き継がれ
スケート場も存続される

⑤
敦賀港鞠山南地区「多目
的国際ターミナル」が一
部供用開始

⑨
きらめきフェスティバル 2008
会場で、大型テントが飛ばされ、
10 人の死傷者を出す事故が発生

⑥ 「人道の港  敦賀ムゼウ
ム」開館

⑩ 廃棄物最終処分場で抜本対策工
事が始まる

8
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第
53
回
市
民
か
る
た
大
会

と　

き　

２
月
１
日
㈰ 

９
時
～

と
こ
ろ　

プ
ラ
ザ
萬
象　

対　

象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
小
学
生
以
上
の
方

競
技
方
法

左
記
ク
ラ
ス
に
分
け
、
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
戦
を
行
い
ま
す
。

申
込
み　

小
学
生
の
部
は
１
月
24
日
㈯
ま
で
に

所
定
の
用
紙
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
一
般
（
中
学
生
以
上
）
の
部
は

当
日
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
。

問
合
せ
・
申
込
先

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー☎

25
・
８
３
１
８

「
楽
し
み
ま
も
る
中
池
見
」

　

ク
ラ
フ
ト
な
ど
を
楽
し
み
な
が

ら
、
中
池
見
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
り

ま
し
ょ
う
。

と　

き　

２
月
８
日
㈰

　
　
　
　

10
時
30
分
～
16
時

と
こ
ろ　

プ
ラ
ザ
萬
象

内　

容
ク
ラ
フ
ト（
簡
単
な
わ
ら
細
工
や
草

木
染
め
）、
展
示（
動
植
物
の
紹
介
、

保
全
活
動
の
様
子
な
ど
）

問
合
せ

中
池
見 

人
と
自
然
の
ふ
れ
あ
い
の
里

☎
20
・
１
１
１
０

第
８
回
市
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

　

羽
根
の
つ
い
た
ボ
ー
ル
を
打
ち
合

う
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
初
心
者

の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

と　

き　

３
月
１
日
㈰ 

９
時
～

　
　
　
　

（
受
付 

８
時
30
分
～
）

と
こ
ろ　

総
合
運
動
公
園
体
育
館

対　

象
18
歳
以
上
の
４
～
７
人
で
編
成
さ

れ
た
チ
ー
ム
（
女
子
の
部
ま
た
は

男
女
混
合
の
部
）

参
加
料　

無
料

申
込
み

２
月
20
日
㈮
ま
で
に
所
定
の
申
込
書

に
て
体
育
指
導
委
員
協
議
会
事
務
局

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
込
み
も
で
き
ま

す
。
申
込
書
は
市
内
各
体
育
館
、

各
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
・
申
込
先

　

〒
９
１
４
・
０
８
２
３

　

敦
賀
市
沓
見
１
４
９
ー
１

　

体
育
指
導
委
員
協
議
会
事
務
局

　

（
総
合
運
動
公
園
体
育
館
内
）

☎
22
・
８
１
５
５

23
・
６
８
０
９

区　分 Ａ級 Ｂ級
（初心者対象）

一般（中学生以上） ○ ー

小学校5・6年生 ○ ○

小学校4年生以下 ○ ー

小学校3・4年生 ー ○

小学校1・2年生 ー ○

催　

し

　団体回収で回収しきれずに燃やせるごみとなっている古紙を回
収するため、月 1 回、市内全地区でステーション回収を行います。
なお、団体回収は引き続き実施し、補助金制度も継続します。

② 全地区で「古紙のステーション収集」を行います

　現在、ビンはプラスチック類などと一緒に資
源ごみ袋で収集していますが、リサイクル率向
上のため、月１回のコンテナ収集に変更します。
ごみステーションの折りたたみコンテナに「透
明」「色付き」別で出していただきます

①「ビンのコンテナ収集」が始まります

平成 21 年 4 月 1 日～

の収集方法が
  一部変わりますごみ

　詳しくは、広報つるが３月号、行政チャンネル（RCN ４
ch）でお知らせします。また、各地区への説明会も実施します。
　市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

問合せ　清掃センター　☎ 21－1153

街角
　スケッチ
街角
　スケッチ
街角
　スケッチ

あなたが写っていたらご連絡ください。
写真を差し上げます。

広報広聴課　☎ 22 ー 8112　

　農業や食についての体験や思いをつづる「毎日農業記録
賞」で最優秀賞を受賞した市内の認定農業者佐

さ さ え

々江良
りょういち

一さん
が、河瀬市長に受賞の報告をしました。受賞論文は「自然と
人の和をモットーに養鶏と食育活動」と題し、農業に携わっ
たきっかけや、食の安全への思いや実際の取り組みなどをつ
づっています。市長から「インスタント食品が増えている
中、食育の取り組みは重要。今後も期待しています」と激励
を受けた佐々江さんは「今後も顔の見える食品を目指し、食
の安全・安心を伝えていきたい」と抱負を語りました。

　第36回マーチングバンド・バトントワーリング全国大会
（12月20・21日 さいたまスーパーアリーナ）への出場が決
まった敦賀高校吹奏楽部が市役所を訪れ、河瀬市長から激励
を受けました。同部がこの大会に出場するのは3年連続3回目
で、過去2回は銀賞を受賞しています。この日は、部員を代
表して部長の藤

ふ じ い

井亜
あ い

衣さん、マーチングリーダーの田
た な べ

辺愛
あ い り

理
さんが訪れ、「敦賀高校らしい演奏をしたい」「仲間を信じ
て感動を与える演奏をしたい」とそれぞれ大会への意気込み
を語りました。

　プロ野球広島東洋カープの東
ひがしで

出輝
あきひろ

裕選手が母校の敦賀気比
高校を訪れ、今季使用したユニホームを寄贈しました。東出
選手は今季、主に1番打者として138試合に出場。自己最高の
打率3割1分をマークし、ファン投票でオールスターに出場し
たほか、ベストナインにも選ばれました。この日は野球部員
が見守る中、同校の菊

きくざき

崎俊
としかず

一校長にユニホームと帽子を手渡
し「後輩がこのユニホームを見てプロ野球選手を目指してく
れたら」と期待を寄せました。

食育活動への思いが実る 全国に感動を

後輩の活躍を期待

12 月 15 日   毎日農業記録賞受賞者が市長表敬 12 月 8 日   敦賀高校吹奏学部が市長表敬

12 月 19 日  東出選手が母校にユニホームを贈呈

受賞の喜びを語る佐々江さん

贈ったユニホームを披露する東出選手と菊崎校長

大会への抱負を語る右から藤井さん、田辺さん
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と
こ
と
こ
ひ
ろ
ば

　

～
雪
遊
び
～

　

雪
だ
る
ま
作
り
や

ご
っ
こ
遊
び
を
楽
し
み
ま
す
。

と　

き　

２
月
18
日
㈬

　
　
　
　
　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

対　

象　

未
就
園
児
（
２
～
３
歳
児
）

の
親
子 

30
組

申
込
み　

２
月
４
日
㈬ 

９
時
～
電
話

　
　
　
　

ま
た
は
窓
口
で
受
付

問
合
せ
・
申
込
先

　

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
22
・
０
１
４
７

育
児
サ
ポ
ー
ト
教
室

「
子
ど
も
に
と
っ
て

        

安
全
な
食
事
と
は
」

　

元
気
で
丈
夫
な
子
ど
も
に
育
て
る

た
め
の
食
事
に
つ
い
て
、
お
話
を
聞

き
ま
す
。

と　

き　

２
月
20
日
㈮ 

10
時
～
11
時

と
こ
ろ　

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

対　

象　

未
就
園
児
の
保
護
者 

30
人

講　

師　
鯖
江
ヘ
ル
ス
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　

為た
め
な
が永　

麻ま
き
こ
記
子　

氏

申
込
み　

２
月
６
日
㈮ 

９
時
～
電
話

　
　
　
　

ま
た
は
窓
口
で
受
付

※
託
児
を
行
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る

方
は
申
込
み
時
に
お
伝
え
く
だ
さ

い
。（
30
人
）

問
合
せ
・
申
込
先

　

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
22
・
０
１
４
７

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

助
産
師
に
よ
る
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
の

マ
ッ
サ
ー
ジ
指
導
や
、
健
康
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
す
。

と　

き　

２
月
23
日
㈪

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

と
こ
ろ　

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

対　

象　

ま
だ
一
度
も
参
加
さ
れ
て
い

な
い
未
就
園
児
（
３
～
９

カ
月
未
満
）
の
親
子 

25
組

申
込
み　

２
月
９
日
㈪ 

９
時
～
電
話

　
　
　
　

ま
た
は
窓
口
で
受
付

問
合
せ
・
申
込
先

　

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
22
・
０
１
４
７

小
中
学
校
へ
入
学
す
る
遺
児
の
皆
さ
ん
へ

就
学
支
度
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

　

生
計
を
同
じ
に
し
て
い
た
父
、
母

ま
た
は
未
成
年
後
見
人
を
交
通
災

害
、
病
気
な
ど
で
失
っ
た
児
童
で
、

平
成
21
年
４
月
に
小
学
校
ま
た
は
中

学
校
に
入
学
す
る
児
童
の
保
護
者
に

対
し
て
、
県
か
ら
遺
児
就
学
支
度
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

次
の
条
件
の
全
て
に
該
当
す
る
方

は
、
児
童
家
庭
課
で
申
請
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
死
亡
原
因
が
、
交
通
災
害
、
労
働

災
害
、
天
災
、
病
死
等
で
あ
る
。

②
遺
児
、
保
護
者
の
属
す
る
世
帯

に
、
市
民
税
の
所
得
割
を
課
さ
れ

て
い
る
人
が
い
な
い
。

③
遺
児
が
、
児
童
福
祉
法
に
よ
る
施

設
入
所
を
し
て
い
な
い
。

④
遺
児
が
、
保
護
者
以
外
の
人
の
養

子
に
な
っ
て
い
な
い
。

支
給
額

小
学
校
就
学
児
童 

２
０
，０
０
０
円

中
学
校
就
学
児
童 

２
５
，０
０
０
円     

申
込
締
切

　

１
月
30
日
㈮

※
申
請
の
際
に
は
、
戸
籍
謄
本
・
住
民

票
・
課
税
証
明
書
等
が
必
要
で
す
。

問
合
せ　

児
童
家
庭
課☎

22
・
８
１
２
５

す
く
す
く
健
康
相
談

　

身
長
・
体
重
の
計
測

を
行
う
ほ
か
、
子
育
て

に
関
す
る
心
配
ご
と
な
ど
に
つ
い
て

相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、
栄
養
士

に
よ
る
栄
養
相
談
も
行
い
ま
す
。

と　

き　

２
月
10
日
㈫
・
24
日
㈫

９
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時

※
栄
養
相
談
は

　

２
月
10
日
㈫ 

13
時
30
分
～
15
時

　

の
み
と
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ　

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
母
子

健
康
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
22
・
０
１
４
７

パ
パ
と
遊
ぼ
う

　

お
父
さ
ん
と
一
緒
に
好
き
な
遊
び

や
触
れ
合
い
遊
び
を
楽
し
み
ま
す
。

と　

き　

２
月
14
日
㈯ 

午
前
中
随
時

と
こ
ろ　

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

対　

象　

未
就
園
児
の
親
子

問
合
せ　

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
22
・
０
１
４
７

子
ど
も

2月2日㈪～27日㈮
市役所市民ホール

おでかけ博物館
～ つるがのお祭り～

敦賀市内に残るお祭りの数々を

写真パネルや資料で紹介します。

市民
ギャラリー

お子さんと楽しく遊んだ
り、子育てについて一緒に
話をしてみませんか。各園では季節
にあわせた内容を用意して、皆さん
のお越しをお待ちしています。一緒
に子育てを楽しみましょう。

★電話での申し込みが必要です。
★持ち物など詳しいことは、各保育園にお問い合わせください。
★開放日の変更等がありますので、事前に各保育園にお問い合

わせください。

一日体験保育

：持ち物持

と　き ところ 内　容 対　象

2/2 ㈪
10:00 ～ 11:15

つるが保育園
☎23-5510

・2歳児と一緒に雪で遊ぶ
《雪がない場合》
・2歳児とふれあい遊び

10組
（2歳児のみ）

2/5 ㈭
10:00 ～ 11:00

中郷西保育園
☎24-5270

・園児の歌の発表を見る
・栄養士による食育の話 15組

2/5 ㈭
10:00 ～ 11:30

松原保育園
☎22-0854

・園児と一緒に雪遊び
防寒具、手袋

15組

2/10 ㈫
10:00 ～ 11:15

黒河保育園
☎22-1147

・2歳児と一緒に身体を動
かして遊ぶ

・ふれあい遊び、体操など

10組
（2歳児のみ）

2/10 ㈫
10:00 ～ 11:00

東郷保育園
☎25-4761

・ふれあい遊び
水筒

10組

2/17 ㈫
9:30 ～ 10:30

中郷保育園
☎25-7900

・まっちゃん（町
ま ち だ

田浩
ひ ろ し

志さん）
と遊ぼう
★申込み 2/9㈪～

10組
（2～3歳児のみ）

◎9：20までにお越しください

2/18 ㈬
10:00 ～ 11:00

つくしんぼ保育園
☎25-8547

・まっちゃん（町田浩志さん）
と遊ぼう　 動きやすい服装

15組

2/19 ㈭
10:00 ～ 11:30

金山保育園
☎22-2191

・雪遊び（雪があれば）
《天候が悪い場合》
・ひな人形作り など

12組
（2歳児のみ）

2/27 ㈮
9:30 ～ 11:00

粟野保育園
☎25-0320

・園児と一緒に遊ぶ
・園内の様子を見る

15組
（粟野地区限定）

持

持

持

※対象は未就園児の親子に限ります。育児教室
と　き ところ 内　容 対　象

2/4 ㈬
10:00 ～

新和保育園
☎25-5647

・栄養士による食育指導
と手作りおやつ

・試食をしながら情報交換
10組

保育園

（土）14：00～ アニメ世界昔ばなし7日

（土）14：00～
おはなしと
       かみしばいの会21日

（土）14：00～ おはなしポンポン14日

（金）16：00～ ママのおひざ
 （ところ：粟野公民館）20日

（水）10：30～ おはなし「わたげ」25日

（土）14：00～ おはなしポケット28日

12月 人気ベスト

◆児童書

１位 ハリー・ポッターと
死の秘宝　下 J.K.ローリング

２位 ハリー・ポッターと
死の秘宝　上 J.K.ローリング

３位 崖の上のポニョ 宮
みやざき

崎　駿
はやお

◆一般書

順位 書　名 著者名

１位 聖女の救済 東
ひがしの

野　圭
け い ご

吾

２位 ガリレオの苦悩 東野　圭吾

３位 流星の絆 東野　圭吾

だより

2月の
休館日

◆毎週月曜日
◆15日（第３日曜日）
◆19日（第３木曜日・資料整理日）

火～金曜日 10：00～19：00
土・日曜日 10：00～18：00

開館時間

2月の行事案内

問合せ　市立図書館
☎22－1868



お

し

ら

せ

2009  　　　　　 　２月号 14広報敦賀

お

し

ら

せ

2009  　　　　　 　２月号15 広報敦賀

く
ら
し
な
ん
で
も
相
談

　

法
律
問
題
な
ど
、
日
ご
ろ
暮
ら
し

の
中
で
困
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し

て
、
弁
護
士
や
金
融
な
ど
の
専
門
家

が
相
談
を
受
け
ま
す
。

と　

き　

２
月
28
日
㈯ 

10
時
～
13
時

と
こ
ろ　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

料　

金　

無
料

問
合
せ　

県
労
働
者
福
祉
協
議
会

☎
０
７
７
６
・
21
・
５
９
２
９

「
敦
賀
市
マ
イ
バ
ッ
グ

　

コ
ン
ク
ー
ル
」
作
品
募
集

　

敦
賀
市
レ
ジ
袋
削
減
推
進
協
議
会

で
は
、
手
作
り
の
マ
イ
バ
ッ
グ
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
優
秀
な
作
品
は
、

表
彰
を
行
い
ま
す
。

応
募
資
格

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、
通
学

し
て
い
る
方

作
品
条
件

▼
応
募
者
が
自
ら
作
成
し
た
未
発
表

の
マ
イ
バ
ッ
グ

▼
バ
ッ
グ
と
し
て
運
搬
で
き
る
容
量

（
５
０
０
㎖
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
10
本

程
度
）
、
強
度
を
持
つ
こ
と

応
募
方
法

廃
棄
物
対
策
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
応
募
用
紙
に
記
入

の
上
、
作
品
を
持
参
ま
た
は
郵
送

※
着
払
い
で
の
送
付
は
受

け
付
け
ま
せ
ん
。

応
募
締
切　

２
月
６
日
㈮

※
詳
し
く
は
、
敦
賀
市
レ
ジ
袋
削
減
推

進
協
議
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

事
務
局
（
廃
棄
物
対
策
課
内
）

☎
22
・
８
１
８
５

募　

集

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

ル
ー
ル
や
用
具
を
工
夫
す
る
こ
と

で
誰
で
も
楽
し
め
る
「
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
」
の
体
験
教
室
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

２
月
15
日
㈰

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

あ
い
あ
い
プ
ラ
ザ

内　

容　

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
（
ボ
ッ

チ
ャ
、ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
Ⅱ
、

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
）

対　

象　

障
害
を
お
持
ち
の
方

定　

員　

40
人
（
先
着
順
）

申
込
み　

１
月
20
日
㈫
～
２
月
６
日
㈮

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
先

地
域
福
祉
課　

☎
22
・
８
１
７
６

乳
が
ん
・
大
腸
が
ん

  

出
前
検
診

　

が
ん
検
診
を
受
け
た

こ
と
の
な
い
方
、
今
年

度
の
検
診
を
逃
し
て
し

ま
っ
た
方
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

と　

き　

２
月
19
日
㈭
・
20
日
㈮

　
　
　
　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

と
こ
ろ　

ハ
ー
ツ
つ
る
が
店

対　

象

●
乳
が
ん
検
診

40
歳
以
上
の
女
性
で
過
去
１
年
間
検

診
を
受
け
て
い
な
い
方 

各
日
40
人

●
大
腸
が
ん
検
診

　

40
歳
以
上
の
方 

各
日
50
人

負
担
金　

乳
が
ん　

１
，３
０
０
円

　
　
　
　

大
腸
が
ん　
　
５
０
０
円

受
診
方
法

乳
が
ん
検
診
は
予
約
が
必
要
で

す
。
二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
大
腸

が
ん
検
診
は
当
日
容
器
を
配
布
し

ま
す
の
で
、
２
月
26
日
㈭
ま
た
は

27
日
㈮
に
二
州
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
先

　

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
22
・
３
７
４
７

補
聴
器
・
車
い
す
等
の
相
談

と　

き　

２
月
26
日
㈭

　
　
　
　
　

受
付 

13
時
～
14
時

と
こ
ろ　

あ
い
あ
い
プ
ラ
ザ

内　

容　

補
聴
器
・
車
い
す
交
付
判

定
等
の
相
談
お
よ
び
業
者

に
よ
る
簡
単
な
修
理

持
ち
物　

印
鑑
、
保
険
証
（
身
体
障

害
者
手
帳
お
よ
び
現
在
使

用
し
て
い
る
補
聴
器
が
あ

れ
ば
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

※
車
い
す
判
定
希
望
の
方
は
、
２
月

19
日
㈭
ま
で
に
地
域
福
祉
課
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
車
い
す
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
の

認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
福
祉
用
具

貸
与
の
利
用
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

地
域
福
祉
課 

障
害
福
祉
係

☎
22
・
８
１
７
６

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー「
長
寿
」の

サ
ブ
セ
ン
タ
ー
が
で
き
ま
し
た

　

１
月
か
ら
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
「
長
寿
」
の
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
ま
し
た
。
高
齢
者
の
総
合
相

談
窓
口
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

名　

称　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

和な
ご
み

所
在
地　

敦
賀
市
公
文
名
1
号
6
番

受
付
時
間　

8
時
30
分
～
17
時
30
分

※
土
日
・
祝
日
・
12
月
29
日
～
１
月

３
日
を
除
く

問
合
せ　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

和

☎
21
・
８
１
８
１

健
康
・
福
祉

税の申告に 次の控除を
受けることができます

社会保険料控除
対象：平成20年中に支払った介護保険料

★申告には、介護保険料の支払額が分かるも
のが必要です。領収証書を紛失された場合
は、納付済額簡易証明を発行します。

※年金から天引きされている方は、「公的年
金等の源泉徴収票」に介護保険額が記載さ
れていますので、ご利用ください。

医療費控除
対象：平成20年中に支払った介護費用等

①介護保険施設・居宅サービスの介護費用
　★申告には、「医療費控除対象額の記載さ

れた領収証書」が必要となります。領収
証書に関しては、サービス事業所にご確
認ください。

②寝たきり老人などのおむつの費用（介護用
品支給券での補助分は除く）

　★申告には、「おむつ代の領収証」と「お
むつ使用証明書」等が必要となります。

介護保険料を払っている方
介護保険を利用されている方
身体介護を受けている方

障害者控除
対象：市の障害者控除対象者認定者

★身体障害者手帳等を持っていなくても、市
の認定を受けて障害者控除を受けることが
できる方のことです

【対象要件】
　65歳以上で、次の①か②に該当する方
　①要支援２・要介護１以上の認定を受けて

いる方で、障害の程度が次に該当する方
　（ア）精神上の障害により日常生活に支障
　　　　をきたすような症状、行動や意思疎
　　　　通の困難さが見られる方
　（イ）身体上に支障があり、身体障害者手
　　　　帳の交付基準に準ずる方
　②６カ月以上寝たきり状態で、食事・排便

等の日常生活に支障のある方

介護保険課（☎22－8180）まで

1年度あたり50万円
（保険診療適用外の検査費および診療費）
※福井県特定不妊治療費助成事業の対象となる方は、

そちらを先に申請してください。

医師に不妊症と診断され不妊治療を受けている方で、
次の要件を全て満たす方。
◦夫婦のいずれかが１年以上市内に住所がある
◦医療保険に加入している
◦市税を完納している

申請用紙に医療機関の証明を受け、医療機関の領収
書・夫および妻の医療保険証写を添えて申請してく
ださい。

詳しくは健康管理センターまでお問い
合わせください。

問合せ　　健康管理センター  ☎25－5311

❖ 平成20年度 不妊治療費助成金交付 ❖

申請がまだの方はお早めに！

申請期限　　3月31日㈫ まで

助成限度額

対　象

申請方法

く
ら
し

　流出した油でたくさんの魚が死んだり、除去対策に多
額の費用がかかったりと、大きな影響が出ます。

原因は不注意によるものが
ほとんどです。
責任を問われる場合もあり
ますので、油の取り扱いに
は十分注意してください。

問合せ　環境課  ☎22－8121

を側溝や川に流さないで！油流出する事故が多発しています

●給油中の油の流出
●食用油が台所から流出
●ボイラー、タンクなどの
　配管の腐食や整備不良
●灯油や軽油の投棄

原　因

×
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２
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２
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。
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４
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５
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憲
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謹んでお悔やみ申し上げます。
１１月２９日～１２月２４日

（敬称略）

本町１　茶島　文子（87）　元　町　久間きくゑ（93）
新和２　中根　元次（84）　吉　河　奥野　かね（85）
津内１　尾上はる子（79）　岡山２　信國　兆一（65）
　沓　　田山　のぶ（89）　松葉町　長谷川重弘（78）
本町１　宮本　富子（93）　松葉町　市川　大二（66）
杉　箸　杉本孫左衞門（88）　松島町　中島信太郎（93）
野　神　加藤　幸男（79）　神楽２　髙井はるゑ（90）
元　町　川村　龍躍（57）　藤ケ丘　武内　　登（67）
田　尻　岡本　和枝（81）　松葉町　坂田　武治（73）
萩野町　橋本　　榮（87）　新　道　松永　　勇（91）
樫　曲　山本　新造（85）　若葉１　坂野　泰子（62）
井　川　竹内　をみ（87）　本町１　濱本　光子（98）
清水１　山本　　曻（96）　大比田　来　　礼子（73）
港　町　香川　郁夫（80）　開　町　田代キヨ子（92）
桜ケ丘　西村　秀子（71）　藤ケ丘　冨川　　操（82）
金　山　松葉　桂子（43）　市野々１　三好あい子（88）
沓　見　坂田　善信（59）　　沓　　東　　房雄（84）
桜ケ丘　今川　　清（75）　桜ケ丘　藪原　清子（76）
呉竹１　有馬　龍雄（92）　五　幡　竹田　泰三（89）
野　神　綱田　庄市（75）

内科・小児科・歯科

休日急患センター（中央２　☎ 25 － 5311）

外科系医

1月18日  はぎはら整形外科（木　崎　☎20－0811）

1月25日  神 　 谷 　 医 　 院（清水２　☎22－4874）

2月  1日  はぎはら整形外科（木　崎　☎20－0811）

2月  8日  加 藤 胃 腸 科 医 院（新松島　☎25－6888）

2月11日  せ き ク リ ニ ッ ク（御　名　☎21－2000）

2月15日  和 久 野 医 院（和久野　☎22－3080）

2月22日  泉 ヶ 丘 病 院（泉ケ丘　☎22－7700）

＊いずれも診療時間は9時～12時、13時～17時です。
　受診の際は必ず健康保険証、および内服中の薬がある場合は
　内服薬または薬剤名を書いた紙等を持参してください。
＊外科系医は都合により変更する場合がありますので、
　あらかじめ電話で確認してください。

講
座
・
教
室

　1 月号２ページの「敦賀、こ
の一年を振り返る」の 4 月欄

※ 4 月 18 日は答申を受けた日で
　あり、6 月 9 日が官報告示を経
　た正式指定日です。

■「西福寺建造物が国の
　 重要文化財に」の日付

　　【誤】4 月 18 日
　
　　【正】6 月    9 日

お詫びと訂正

　これまで、「年金からの支払い」を中止するには、決まった要件を満たす必要がありました
が、今回からそのような限定はなくなりました。現在、後期高齢者医療保険料・国民健康保険税
を年金から支払われている方、または４月から年金からの支払いが開始される方は、どなたでも
「年金からの支払い」を中止して、「口座振替」を選択することができます。

の支払方法について
問合せ
　国保年金課
　☎22－8120

【口座振替での支払いを希望される方】

手続きの際、口座振替依頼書の提出が必要と
なります。

◎2月6日㈮ までに手続きをすると、

４月の年金からの支払いが中止
➡

７月から口座振替での支払い
となります。

※2月6日以降に手続きをした場合は、6月以降の
年金から支払いを中止させていただくことにな
りますので、ご了承ください。

●持参するもの
　①振替口座の預金通帳
　②通帳の印鑑
　③保険証
●届出先　国保年金課

４月から

※ の相談は、国民の祝日・振替休日は休みとなります。

項　　目 月　　日 時　　間 場　　所

消費生活 ２月５日㈭・19日㈭ 13時30分
～15時30分 アル・プラザ敦賀（白銀）

行　　政 ２月25日㈬

10時～14時
福祉総合センター
「あいあいプラザ」
（東洋町・
　　☎22－3133）

心配ごと ２月４・18・25日㈬

法　　律 ２月４日㈬・18日㈬

人　　権 ２月４日㈬・18日㈬

年　　金 ２月25日㈬ 13時30分
～15時30分

介　　護
介護保険 毎日（第1・3土曜日は休み） ８時30分

～19時

結婚
婦人

２月10日・17日・24日㈫ 13時30分
～15時30分

福祉総合センター
「あいあいプラザ」
（婦人児童福祉協議会

☎22－4135）

家庭教育 毎週火～日曜日
（第３日曜日は休み） ９時～16時 少年愛護センター

（東洋町・　 0120－090523）

学校教育 毎週月～金曜日
９時～17時

ハートフル・スクール
（鋳物師町・☎22－7072）

いじめ
１１０番

毎週月～金曜日
☎22－8151
　0120－96－8104
（ハートフル・スクール）

育児電話
毎週月～金曜日 ８時30分

　～15時
☎22－1460
（晴明保育園）

毎週月～金曜日
（土曜日は午前中）

８時30分
～17時15分

☎21－1151
（子育て総合支援センター）

女性相談
窓　　口

毎週火～土曜日
女性相談員が相談を受けます ９時～17時 市民協働課

（三島 2・☎23－5411）

問題

※

※

※

※

※

※

「年金からの支払い」
「口座振替」

現在 となっている方は
を選択することができます！

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料

※対象者の方には、直接案内を送付する予定です。
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日 月 火 水 木 金 土
1
市民かるた大会

（P11）

2 3 4 5 6 7
アニメ世界昔ばなし

（P12）

8
楽しみまもる中池見

（P11）

9 10

すくすく健康相談（P12）

11 建国記念の日 12 13 14
パパと遊ぼう（P12）
おはなしポンポン

（P12）
市民公開講座（P16）

15
障害者スポーツ教室

（P14）

16 17 18

とことこひろば
（P13）

19 20

ママのおひざ（P12）
育児サポート教室

（P13）

21
おはなしとかみ
しばいの会（P12）

市民歴史講座（P16）

22 23
ベビーマッサージ

（P13）

24
すくすく健康相談

（P12）

25

おはなし「わたげ」（P12）

26
補聴器・車いす等の

相談（P14）

27 28
おはなしポケット

（P12）
くらしなんでも相談

（P15）

　

人口 69,042人（前月比－5人）世帯数 27,557世帯
男 33,823人　女 35,219人（平成20年12月24日現在）

上記カレンダーは12月26日現在のものです。今後の行事などは行政チャンネルでおしらせします。

乳がん検診
大腸がん検診（P14）

乳がん検診
大腸がん検診（P14）

▶12月頭、初めて「山の神
か ん こ

講」
の取材に行きました。寒さにも
負けず、短パン１枚で元気に走る男
の子たち。赤崎区の皆さんが大勢集
まって拍手を贈っていて、とても温
かい伝統行事でし
た。▶新年を迎え
気持ちも新た。今
年も良い広報紙を
目指してがんばり
ます！（み）

▶明けましておめでとうござい
ます。新年号ということで、広

報つるがのロゴ、街角スケッチのロ
ゴ、裏表紙デザインなど変えてみま
したが、いかがでしょうか？ちなみ
に私は口を出しただけで、形にして
くれたのは隣の（み）さん。レイア
ウトはセンスも必要なのです。▶今
年も2人で知恵を絞り、皆さんに読
んでもらえる広報紙作りに励みま
す。よろしくお願いします（赤）

　　　　  今年は私たちの年！ 

　2009 年、丑年がやってきました。そこで、新
春号の表紙を飾ってもらったのは、11 人の年男、
年女の皆さん。右下の牛も、もちろん敦賀の乳
牛です。
　何が起こるか分からない１年。さあ、あなた
も「 2009 年を楽しモウ！！」

今月の
　　紙表

２月

1歳6か月児健診
 受付 13:00～13:30

1歳6か月児健診
 受付 13:00～13:30

３歳児健診
 受付 13:00～13:45

３歳児健診
 受付 13:00～13:45

ママパパセミナー
 （助産師コース）

13:00～14:30

エンゼルセミナー
9:30～11:00

離乳食セミナー
13:30～15:30

7か月児すくすく相談
受付  9:30～10:00

13:15～13:45

心配ごと相談
法律相談
人権相談

心配ごと相談
行政相談
年金相談

心配ごと相談
法律相談
人権相談

結婚・婦人相談

結婚・婦人相談

結婚・婦人相談

消費生活相談

消費生活相談

詳しくは
17ページへ

相　談

詳しくは
（　）のページへ

行　事
詳しくは

16ページへ

休日急患診療

　 マークは
会場・問合せ
健康管理センター

☎25－5311
✿母子健康手帳
　を持参

健　康

はぎはら整形外科
☎20-0811

加藤胃腸科医院
☎25-6888

泉ヶ丘病院
☎22-7700

和久野医院
☎22-3080

せきクリニック
☎21-2000


